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1. ガス浸炭に比べて浸炭時間が 1/4～1/6 になる。 
2. 製品の表面炭素量と浸炭深さの管理が大変簡単

で、しかも正確である。 
3. 浸炭ムラが少ない。 
4. 表面異常層の発生が少ない。 
 
 

マルテンパー油Ｖシリーズは真空加熱炉、

特に真空浸炭炉用マルテンパー油として、

光輝性と冷却能に留意した製品です。 

シリーズにはＶ－２５００、Ｖ－２９００、  

Ｖ－３５００の３種類があります。 
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1. Ｖ－２５００・Ｖ－２９００は、弱撹拌でも

十分に焼入性を満足させます。 
 
2. Ｖ－３５００は、真空焼入後の焼入歪に

重点を置いた製品です。 
 
3. 減圧時において焼入油の蒸発が極め

て少ない。 
 
4. 真空熱処理の最大の特長である光輝

性を満足させます。 
 
5. シールパッキンについては配慮の必

要がありますが、推奨のパッキンの使

用により膨潤を少なくする事が出来ま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マルテンパー油Ｖシリーズ 
真 空 浸 炭 用 マ ル テ ン パ ー 油 

 
 真 空 浸 炭 の 特 長 

製 品 紹 介 

特   長 

ご 使 用 上 の ポ イ ン ト 

1. マルテンパー油Ｖ－２５００は油温 100℃でご使用下さい。 

 

2. マルテンパー油Ｖ－２９００は油温 120℃でご使用下さい。 

 

3. マルテンパー油Ｖ－35００は油温１50～180℃でご使用下さい。 

 

4. 新規に入れ替えた場合は、必ず減圧によって脱泡処理して下さい。 

 
荷    姿 
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ゴ ム 膨 潤 テ ス ト（シール材に対する影響） 

1. 試験方法 ＪＩＳ Ｋ－６３０１ 加硫ゴム物理試験法  浸漬試験に準ずる 
 
2. 試験条件 マルテンパー油Ｖ－２５００ 恒温 150℃・200時間連続 

マルテンパー油Ｖ－２９００ 恒温 150℃・200時間連続 
特殊焼入油Ｖ－１９００Ｓ 恒温 150℃・200時間連続 （参考） 
 

3. 試験結果 

パッキン材 試験項目 マルテンパー油 
Ｖ－２５００ 

マルテンパー油 
Ｖ－２９００ 

特殊焼入油 
Ｖ－１９００Ｓ 

Ａ 
体積変化率 ０．６４ ０．４４ ２．１０ 

硬度変化 ４０→４４ ４０→４６ ４０→４４ 

Ｂ 
体積変化率 ２１．８ １６．６ ３３．５ 

硬度変化 ３６→２５ ３６→２４ ３６→１５ 

 

代  表  性  状 

試験項目 V-2500 V-2900 V-3500 
特殊焼入油

V-1900S（参考） 

粘 度 (100℃) mm2/s １２．２０ １８．１０ ３２．１０ 

別紙カタログ参照 

引 火 点  ℃ ２６８ ２８２ ３０８ 

残 留 炭 素  mass% ０．３０ ０．３８ ０．３６ 

光 輝 度   ０．８５０ ０．８５０ ０．８５０ 

冷 却 性 能 
8 0 0℃⇒4 0 0℃ sec ３．２ ３．４ ６．５ 

特 性 温 度 ℃ ６００ ６３０ ６８０ 

焼 入 強 烈 度 1/cm ０．１１１ ０．１０３ ０．０８０ 

冷 却 曲 線   別紙 

蒸 発 量  mass% 
1×10-3 Torr 

110℃×1hr 

２．１４ 
120℃×1hr 

１．０３ 
130℃×1hr 

０．６０ 
80℃×1hr 

３．８６ 

 


